
 

 

 

 

「ゆうやけルーム高陽」について 

 

亀崎自治連合会会長 吉村栄夫氏  

 

 

 

 ＜内 容＞ 

 

   １ 「ゆうやけルーム高陽」の概要 

 

 

 

２ 開設に至った経緯 

 

 

 

３ 利用状況、地元での利用者の反応 

 

 

 

 

＜資 料＞ 「ゆうやけルーム高陽」の概要等 

 

 

資料３ 



「ゆうやけルーム高陽」の説明資料 

 

 

１ 「高陽ニュータウンまちづくり市民会議」の設立経緯 

  高陽ニュータウンは、１９７４年の分譲開始から約４０年が経過し、団地内の高齢化

と人口減少が進み、地域の力も弱くなり、段々と団地活力が失われつつあります。 

このまま推移すると団地内の人々にとって住みにくい街、団地外の人々にとっては魅

力のない街、若い人達にとっては住みにくい、住みたくない街になりかねません。 

このため、この団地に住む人々が力を合わせてこの事態を食い止め、活き活きとした

街に甦らせることが必要であると考え、広島県住宅供給公社が主体となり、地域の団体

や公民館利用グループに声を掛け、平成２４年７月に「高陽ニュータウンまちづくり市

民会議」を設立しました。 

 

 

 

２ 「ゆうやけルーム高陽」の開設経緯 

  昨年７月から、メンバー８人で月２回程度会合を開き、地域で必要なことは「子ども

支援」、「高齢者支援」、「地域支援」の３事業を実施することではないかとの結論に至り

ました。 

この３事業の中で一番困っていることや、即実行出来ることはないかと考えた結果、 

 

① この団地は郊外団地であるため、保護者が職場から帰宅する時間が遅くなる。 

 ② 県営住宅や公団住宅は一人親家庭が非常に多い。 

 ③ 放課後、子ども達の居場所がないため、たむろして問題行動を起こしている。 

 ④ 留守家庭が子ども達のたまり場となり、問題が発生している。 

 ⑤ 自宅のカギを掛けないで出かける。 

 

等の理由により、放課後の子どもの見守りを実施することになり、平成２５年１月から

「ゆうやけルーム高陽」を開設しました。 

 

  

 

 

３ 「ゆうやけルーム高陽」の概要 

⑴ 活動の内容 

   保護者が迎えに来るまでの時間、スタッフ（おじいさん、おばあさん）と会話をし

たり、宿題や本を読んだりして安心して過ごす。また、お腹のすく時間なのでスーパ

ーのパン屋に協力してもらい、パン等の軽食を用意している。 

 

⑵ 日 時  平日の月曜日から金曜日（土・日・祝は除く）１６時から１９時まで 

 

⑶ 場 所  高陽タウンセンタービル（現在、住宅公社の協力により家賃は無料） 

 

⑷ 対 象  高陽ニュータウンの小学生および中学生 

 

⑸ 負担金  １名あたり 月２，０００円、１日２００円 

 

⑹ その他  申込書を作成し、事故に備えて同意書を取っている。 

 

 

４ 利用状況 

⑴ 現在 小学５年生男子１名 小学５年生女子２名 小学１年生女子１名 

 

⑵ 夏休みは１２時から１７時まで兄弟３名 

 

⑶ 別の場所（３月で中止）で宿題を見ていた中学生が８名利用するとのことであった

ので、文教女子大学の学生７名及び地域の元先生３名をお願いしていたが、現在のと

ころ利用なし。 

 

 

５ 地元での反応 

⑴ 地域の中では会費を取っているので儲けている。したがって協力出来ない。 

   また、実質保険料やスタッフの交通費がいることを説明しても理解してもらえない。 

 

⑵ 亀崎以外の小学校は地域外の為、協力出来ない。 

 

⑶ 児童館等の閉館後に場所移動し利用するのは大変である。 

 

 
















